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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」

縦
１
１
４
・
３
㌢
、
横　

㌢
。
華

族
の
礼
装
で
あ
る
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー

ト
を
着
用
し
て
い
る
。
県
内
に
在

住
し
て
い
た
画
家
、
井
上
菜
亭
が

明
治
中
期
以
降
に
描
い
た
と
み
ら

れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
直
憲
が
彦
根

共
立
学
校
（
彦
根
東
高
の
前
身
）

設
立
に
動
い
た
際
の
書
簡
、
15
代

直
忠
が
東
京
か
ら
彦
根
に
帰
省
し

た
時
の
記
録
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

遊 び 心 の あ る
エ チ ケ ッ ト マ ス ク

井 伊 家 に 伝 わ る
近 代 文 書 を 展 示

曳
山
ま
つ
り
の
油
絵

　
　
市
　
に
　
寄
　
贈

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
感
染
拡

大
で
苦
境
に
あ
る
飲
食
店
を
救
お

う
と
、
谷
口
印
刷
（
長
浜
市
高
月

町
）
が
使
い
捨
て
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

マ
ス
ク
「
話
し
て
マ
ス…

ク
」
を

開
発
し
た
。
観
光
協
会
か
ら
の
相

談
を
受
け
て
製
造
し
た
も
の
で
、

食
事
中
に
短
い
会
話
を
す
る
際
に

飛
沫
を
軽
減
す
る
。

　

薄
い
紙
製
で
中
央
と
両
端
を
谷

折
り
し
て
使
用
す
る
。
両
面
と
も

抗
菌
ニ
ス
が
塗
っ
て
あ
る
。
表
に

想
像
し
な
が
ら
絵
筆
を
走
ら
せ
た

と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
作
品
を
描
い

た
際
の
感
想
を
パ
ネ
ル
で
添
え
て

い
る
。

　

河
瀬
さ
ん
は
「
選
り
す
ぐ
り
の

作
品
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
曳
山

ま
つ
り
は
心
が
一
つ
に
な
り
ま
す
。

心
だ
け
は
い
く
ら
密
に
な
っ
て
も

い
い
」
と
祭
り
へ
の
思
い
を
話
し

て
い
た
。

　

絵
画
は
市
長
応
接
室
に
飾
ら
れ
、

市
民
が
目
に
す
る
機
会
も
設
け
る

と
い
う
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

て
い
た
が
、
入
り
口
に
ス
ロ
ー
プ

を
設
け
内
部
を
見
学
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
黄
色
の
台
紙
に
青
い

橘
紋
が
押
さ
れ
て
お
り
、
価
格
は

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円
。
い

　
　
　
　
　
　
　

ず
れ
も
現
地
の

　
　
　
　
　
　
　

み
で
販
売
。
問

　
　
　
　
　
　
　

い
合
わ
せ
先
は

　
　
　
　
　
　
　

同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
０
７
４
９
・

　
　
　
　
　
　
　

22
・
２
７
４

　
　
　
　
　
　
　

２
）
。

　
　
　
　
　
　
　
【
彦
根
通
信
部
・

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
信
司
】

　

彦
根
城
運
営
管
理
セ
ン
タ
ー

（
彦
根
市
金
亀
町
）
は
、
２
種
類

の
入
城
記
念
符
（
縦
15
㌢
、
横
10

・
５
㌢
）
を
発
売
し
た
。
一
つ
は
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
誕

生
15
周
年
を
記
念
し
た
も
の
。
旧

彦
根
藩
の
軍
装
「
井
伊
の
赤
備
え
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
朱
色
に
塗
ら
れ

て
い
る
。
左
肩
に
は
銀
色
の
ひ
こ

に
ゃ
ん
が
浮
か
び
、
井
伊
家
の
旗

印
の
井
桁
マ
ー
ク
な
ど
も
押
さ
れ

て
い
る
。
価
格
は
５
０
０
円
。

　

も
う
一
つ
は
、
太
鼓
門
櫓
（
重

要
文
化
財
）
公
開
再
開
の
記
念
符
。

　

長
浜
市
生
ま
れ
の
美
術
家
、
河

瀬
昇
さ
ん
（
73
）
＝
東
京
都
文
京

区
＝
が
、
同
市
に
曳
山
ま
つ
り
を

描
い
た
油
絵
「
夕
暮
れ
の
山
車
」

こ
の
櫓
は
本
丸
表
門
に
あ
り
、
か

つ
て
は
城
内
合
図
の
太
鼓
が
置
か

れ
た
。
敷
居
の
損
傷
の
た
め
２
０

１
７
年
７
月
か
ら
公
開
を
中
止
し

と
「
旧
開
智
学
校
」
の
２
点
を
寄

贈
し
た
。

　

サ
イ
ズ
は
20
号
。
昨
年
、
市
内

で
個
展
を
開
い
た
際
、
鑑
賞
し
た

藤
井
勇
治
市
長
に
絵
を
気
に
入
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
贈
呈
を
思

い
立
っ
た
と
い
う
。

　

 

「
夕
暮
れ
の
山
車
」
は
２
０
１

９
年
作
。
曳
山
ま
つ
り
の
際
、
夕

焼
け
で
風
景
が
赤
く
染
ま
る
中
で

御
旅
所
に
向
か
う
常
磐
山
（
と
き

わ
ざ
ん
）の
山
車
を
描
い
た
。「
旧

開
智
学
校
」
は
18
年
作
。
閉
校
さ

れ
る
以
前
の
活
気
の
あ
る
様
子
を

「
お
し
ゃ
べ
り
中
♡
」
と
遊
び
心

も
。
紙
を
薄
く
し
つ
つ
、
手
に
持

っ
た
時
に
折
れ
な
い
よ
う
に
す
る

強
度
の
バ
ラ
ン
ス
に
苦
心
し
た
と

い
う
。

　

３
月
末
に
観
光
協
会
を
通
じ
て

市
内
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
要
望
が
あ
っ
た
19
事
業
者
に
無

料
で
１
０
０
枚
ず
つ
配
布
。
１
０

０
枚
２
２
０
０
円
で
販
売
も
し
て

い
る
。

　

同
社
の
立
花
丈
太
郎
社
長（　

）

は
「
コ
ロ
ナ
で
飲
食
店
の
客
が
減

っ
て
い
る
。
飛
沫
を
完
全
に
防
げ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
し
で
も

軽
減
し
、
多
く
の
人
が
食
事
に
出

か
け
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

彦
根
城
博
物
館
（
彦
根
市
金
亀

町
）
は
特
集
展
示
「
井
伊
家
と
近

代
彦
根
」
を
６
月
14
日
ま
で
開
催

し
て
い
る
。
同
館
は
２
０
１
６
〜

20
年
度
、
井
伊
家
に
伝
わ
る
廃
藩

置
県
以
降
の
近
代
文
書
（
１
万
８

３
０
６
点
）
を
調
査
。
今
回
は
そ

の
成
果
を
紹
介
し
て
い
る
。
大
名

道
具
が
並
ぶ
常
設
展
示
も
併
せ
て

鑑
賞
で
き
る
。
一
般
５
０
０
円
、

小
中
学
生
２
５
０
円
（
彦
根
城
と

の
セ
ッ
ト
料
金
は

そ
れ
ぞ
れ
１
２
０

０
円
、３
５
０
円
）。

　

井
伊
家
14
代
直

憲
（
な
お
の
り
、

１
８
４
８
〜
１
９

０
２
年
）
の
肖
像

画
は
石
版
刷
り
で

52

藤 井 市 長 に 作 品 を 贈 呈
す る 河 瀬 昇 さ ん （ 左 ）

谷
口
印
刷
が
開
発
し
た
エ
チ
ケ
ッ

ト
マ
ス
ク
「
話
し
て
マ
ス…

ク
」

56

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
誕
生
　
周
年
の
記
念
符

15

展
示
さ
れ
て
い
る
井
伊
家
　
代
直
憲
の
肖
像
画

14

15
周
年
の
記
念
符


